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令 和 ２ 年 度 事 業 報 告 （ 抜 粋 ）

児 童 養 護 施 設 東 京 家 庭 学 校

１ 入退所状況

在籍児童は月平均４８ .３ (前 年４７ .３ )名で、入退所の状況は以下のとおりです。
（１）入所児童 ９名（ 男 ６名 、女 ３名 ）
（２）退所児童 ７名（ 男 ６名 、女 １名 ）
（３）月別入退所状況 延在籍数 ５８０

入所率＝ ＝ ×１００≒９２ .９％
定員 (年間 ) ６ ２４

(前 年 ９１ .０ ％ )
(２ 年 前 ８７ .２ ％ )

各月初日在籍数 (全 体 ) ５２名定員

月別 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計

入所 ２ ０ １ １ ０ ０ ２ １ ０ ０ ０ ２ ９

退所 ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ５ ７

在籍 46 46 47 48 48 47 49 50 50 50 50 49 48.3

各 月初日在籍数 (本 園 ) ６名×４寮舎－２４名

月別 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計

入所 ０ ０ １ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ２ ６

退所 ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ３

在籍 23 23 24 24 24 23 25 25 25 25 25 25 24.3

各 月初日在籍数 (都 型グループホーム－南荻窪ホーム ) ６ 名

月別 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計

入所 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

退所 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １

在籍 ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６

各月初日在籍数 (都 型グループホーム－福生ホーム ) ５名

月別 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計

入所 ２ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３

退所 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２ ３

在籍 ４ ４ ４ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ５ ４ 4.7

各 月初日在籍数 (都型グループホーム－新町ホーム ) ５名

月別 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計

入所 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １

退所 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

在籍 １ １ １ １ １ １ １ １ ２ ２ ２ ２ 1.3

各 月初日在籍数 (地 域小規模児童養護施設－宮前ホーム ) ６名

月別 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計

入所 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

退所 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

在籍 ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６

各月初日在籍数 (地 域小規模児童養護施設－荻窪ホーム ) ６ 名

月別 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計

入所 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

退所 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

在籍 ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６
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（ ４ ） 本 体 施 設は、年間を通じ定員限度で入所しており、更に提携型グループホーム

の 入所児童が 福生ホームが 常時５名、そ して新町ホームが後半２名になったこと

で 充足率が上 がった。本年 度も“積極的 に一時保護委託を引き受ける”という重

点 目標を掲げ 、毎日入所依 頼や要養護児 童の緊急一時保護の依頼を受け、本体施

設 とグループ ホーム全体で 調整をし、本 年度も新町ホームへ入所児童に影響がな

い 学齢児とい うことで小学 生女児の受け 入れをした。しかし、１０月から本体施

設 の建て替え 工事が始まり 、仮園舎が建 てられず全ての生活単位がグループホー

ム になり、限 られた部屋数 で生活してい る（個室が提供できない）ため、受け入

れが難しく、保護委託児童総数は決して多いものではなかった。

（本年度 ３名延べ３１日／前年度５名延べ５４日／前々年度７名８４日）

様々な事由 で、高校卒業 時に即就職且 つアパート自立は困難で、基金や奨学制

度 を利用し進 学したり、自 立援助ホーム を利用したり、また措置延長で施設に留

め 置き、引き 続き自立支援 をしなければ ならないケースが増え、更に２０歳を過

ぎ 年齢超過に なっても、自 立援助事業と して、施設に置き留め継続支援し続ける

ケースも継続している。（１名）

２ 在籍状況

（１）在籍年数別児童数 2021.3.1現在

分 園 名 上北沢 高井戸西 下高井戸 羽根木 南荻窪 荻 窪 宮 前 福生 新町 合計

性 別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 29 20

０ ～ １年 １ １ ２ ３ １ ８

１ ～ ３年 １ ２ ２ １ １ ２ ２ １ １２

３ ～ ５年 ２ ２ ２ ２ ２ ２ １ ２ １５

５ ～ 10年 １ １ １ １ ２ ２ ８

10 ～ １ １ １ １ ２ ６

合 計 ３ ３ １ ５ ４ ２ ６ ３ ３ １ ５ ６ ５ ２ ４９

在籍平均年数： [2年 4ヵ 月 ] [3年 4ヵ 月 ] [7年 11ヵ 月 ] [4年 7ヵ 月 ] [4年 10ヵ 月 ]

上 北 [幼児 6名 ] 下高 [小 4･中 1・高 1] 南荻 [小 2･中 2･高 2] 宮 前 [小 2･中 2･高 2]

[5年 8ヵ月 ] [4年 3ヵ 月 ] [8年 7ヵ 月 ] [1年 1ヵ月 ]

高西 [小 3･中 1･高 2] 羽木 [小 1･中 4･延長 1] 荻 窪 [小 2･中 2･高 2] 福 /新 [高 5･高 2]

退所児童在籍平均年数：［ 4年 6ヵ月 (7名 分 )］

（２）子供園･学校等別児童数（園内保育２名･子供園４名･小学生14名･中学生12名･高校生16名･他１名）

（３）児童相談所別児童数 （４）入所理由別児童数 46ｹｰｽ (49名)100％

児童相談所名 男 女 合計 ①離婚(含父親就労) ０ （０）

１ 児相センター ５ ４ ９ ②母 親 就 労 ０ （０）

２ 足 立 ３ ６ ９ ③養 育 困 難 ３ （３） 6％

３ 北 １ ０ １ ④母 親 疾 病 ７ （９） 18％

４ 江 東 ２ ３ ５ ⑤父 親 疾 病 ０ （０）

５ 品 川 ２ ３ ５ ⑥養育能力欠如 ３ （３） 6％

６ 杉 並 １ １ ２ ⑦身 体 的 虐 待 ５ （５） 10％

７ 小 平 ９ ２ １１ ⑧心 理 的 虐 待 ６ （７） 14％

８ 多 摩 ２ １ ３ ⑨ネ グ レ ク ト 14 （14） 29％

９ 八 王 子 １ ０ １ ⑩性 的 虐 待 １ （１） 2％

10 立 川 ０ ０ ０ ⑪措 置 変 更 ７ （７） 14％

11 世 田 谷 ３ ０ ３

12 江 戸 川 ０ ０ ０

13 荒 川 ０ ０ ０

合 計 ２９ ２０ ４９
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３ 養護内容

（ １ ） 自ら生活を能動的に作り出し 面倒臭いことを継続して実践することで 克服していく

３年前から“歩け歩け運動”に始まり、“面倒臭いこと程しよう”、そして高校

生会の“考 動しよう”に繋がっていった。しかし、２年続きのコロナ禍の状況で、

全体キャン プを始め、高校生会はもちろんのこと、バザーやもちつき大会、スポー

ツ大会や食 事会等に至るまで一切できていない状況で、我慢だけの生活で張り合い

がない、楽 しみがない等生活のメリハリが作れないとの嘆きの声が聞かれ、唯一実

施出来た全 体行事は、「本園お別れ会」だった。小学校の体育館を借りきって予定

していた「 スポーツ大会」の日（１０／１１）に、引越を終えた本園にそれぞれの

生活してい る場所から、この日のために作成したお揃いの青いポロシャツを着て集

まり、かつ ての集会室で卒園生のメッセージを聞き、そしてがらんとなったかつて

の生活場所 を練り歩き、最後は屋上に集まり、ドローンを使った撮影で、締めくく

った。彼ら は、施設での生活が良かったと思ってくれるだろうか。おそらく昔施設

で暮らした 経験者は、自炊が出来る食事の有り様や高齢児の個室、グループホーム

や内風呂、 誕生日のプレゼント代や被服費の金額等々今の施設生活を知ると羨むよ

うなことば かりかも知れない。では今施設で生活している子どもたちは、どうだろ

う。昔の子 どもたち同様に不満に感じていることばかりなのではないだろうか。普

通の生活が 有り難い、その当たり前の生活を作ったり、維持したりするためにそれ

相応の努力 が必要なことを、全体行事や高校生会を通じて少しでも体感できている

から、潔さ と弁えが身に付いてきた様に感じている。好きなものが好きなだけ食べ

られ、欲し いものが欲しいだけ得られる環境や状況がベストではなく、時には不便

な環境や思 い通りにならない状況が、つまり施設での煩わしい生活が、それぞれの

工夫や努力 によって自分で作っていくことによって、そんな体験を通じて、「施設

生 活 も 捨 て た も ん じ ゃ な い !」 「 努 力 次 第 で 適 う こ と も あ る ！ 」 等 の 体 感 か ら 、 高

校生は率先 してリードできる存在になり、その姿を傍で見ている中学生や年下が確

実に逞しく成長し、共同生活を営んでいくことを知って欲しい。

（ ２ ） ｢小規模化且つ地域分散化、高機能化、多機能化の施設を目指して｣（施設の将来像）

職員体制 は、本園４寮舎を幼児寮５人体制、学童寮３人体制とし、ホームには職

員３人体制 を継続実施し、幼児寮に主任１名、３学童寮に主任１名と本園統括主任

と育成枠職 員を配置した。また分園は杉並地区３箇所の分園にグループホーム支援

員として主 任１名、さらにグループホーム統括主任、そして例年通り各ホームに非

常勤職員の グループホーム補助員と、宿直ができるフリー職員を２名配置した。提

携型グルー プホームのある青梅地区２箇所のホームには、ホーム長として主任を１

名配置 (主 席 指 導 員 兼任 )し た 。 本 年 度は、特に人材育成のための“総務主任”を新

設し、フリ ー職員や全体の勤務も調整し、勤怠管理も担った。５年前から取り入れ

た“育成枠 職員（現役学生のアルバイト＆２ヵ月毎の学習会）”により、さらに充

実した組織 体制になってきている。更に本園改築に合わせて、敷地内に仮園舎が建

てられなか ったので、全ての生活単位をグループホームに移行し、幼児においては

６人の幼児 を３人＋３人に分け、宿直を２名体制に強化し、安心安全の環境を整え

それから個 別の関わりを増やすことで愛着関係を強固なものとし、本体施設に戻っ

た際にも、部屋単位ではなく、個の関わりで成長を促す体制を作っていく。

今 後、生活単 位は６名では なく５名、そ して最終的には４名での生活を構築して

いきたい。

（３）進路結果

○進路指導 中学生が国の対応で通塾を許されて１０年が経過し、３年生は受検の

ために皆塾に通っているが、全く成績は伸びていない。子ども自身は塾に

行くことで、勉強した気になり、送り出す側の職員は通塾させることで安

心してしまい、結局施設生活の中で学習習慣は身に付かなかった。通塾し
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た 者 と 通 塾 し な か っ た 者 と 合 わ せ て 外 部 の 学 力 テ ス ト の 結 果 を 見 比 べ て

も、決して高いレベルの高校を選んでいる訳ではなく、同じランクの高校

になり、選択肢の少ない結果となってしまっている。逆に過去塾に行く機

会もなく、担当職員と机に向かい合い、日々いがみ合いながら格闘してい

た方が成績が伸び、また高校に入学してからも学業に向かう姿勢が能動的

だった傾向を感じる。何か目指すものがあり、スポーツや文化的なものに

特化した学校に進学したい等の強い要望やスポーツ推薦の様なケースも少

なくなってきた。昨年度に引き続き“学習支援進路問題検討委員会”が中

心になって、集会室を使い定期試験に向けて合同勉強する機会を設け、そ

の委員会のメンバーだけでなく各担当職員が積極的に学習指導に関わるこ

とで、一定の成果があった。

専門学校や大学進学については、奨学金や基金を利用し、学費や生活費

を含めたシミュレーションの結果、完全奨学生 (返 還義務のない )で もなら

ない限り、施設生活の中で“借金 (負 債 )” という自覚が持てないことが分

かっている。現在給付型の進学奨学金制度でき、大学側も自ら奨学金制度

を立ち上げたところもあるので、進学できる手段は多くなってきた。それ

でも、アパート代や生活費を工面する必要があるので、進学するのであれ

ばそれ相応の覚悟と自助努力が必要になってくる。

（４）実習生等の受け入れ

＜実習受け入れのねらい＞

①養成校と連携して、児童福祉分野への後継者養成に協力する。

②実習 教育を職員 にとっては 自らの養護 実践の検証の 機会とし、活性化する。

③閉鎖 的に陥り易 い施設現場 に、実習生 や養成校など 第三者の眼を積極的且つ

謙虚に受け止め、より地域や社会に開かれた施設創りの好機とする。

④教育 専門機関や 他業種施設 との交流を 含め、施設現 場だけでなく相互理解の

中で、お互いの研究や実践を高め合う関係を構築していく。

⑤社会 福祉士の施 設実習受け 入れ条件（ 有資格者が３ 年の実務経験と実習担当

研修受講）が整い、複数実習担当で協業と分業ができる体制ができた。

⑥実習 養成校から の依頼が依 然として多 く、新規参入 も受け入れる機会を作っ

た。 また大 学や専門学 校へ施設の現 状を説明す るために、積 極的に実習 講義

等を 引き受 けている。 また施設職員 を志す実習 経験者を“育 成枠職員” とし

て、 パート やアルバイ トとして雇い 入れ、次期 即戦力要員と 養成する取 り組

みを 続け、 入職した実 習生も多くな ったことで 、実習養成校 とのつなが りも

強固なものとなり、実習養成校からは高評価を得ている。

＜ 実習 校内訳 ＞ １１ 校 (← ２ ２ 校 ← １ ９校 ) － １ ４ 名 (← ２ ４ 名 ← ２２名 )

・保育士系 （９校）…東洋大学、明星大学、帝京大学、玉川大学、

昭 和 女 子 大 学 、 白 梅 学 園 大 学 、 青 山 学 院 女 子 短 期 大 学

道灌山学園保育福祉専門学校２名、

玉成保育専門学校２名

・社会福祉系（３校）…明星大学、ルーテル学院大学、大妻女子大学

コ ロ ナ 禍 の 緊 急 事 態 宣 言 の 発 布 に よ り 、 大 学 で は 全 て の 授 業 が リ モ ー ト 形 式

に な り 、 合 わ せ て 全 て の 実 習 が 代 替 授 業 に 代 わ り 、 実 習 機 会 が な く な り キ ャ

ン セ ル さ れ た 大 学 や 受 け 入 れ 施 設 に 置 い て も 全 く 受 け 入 れ な い 施 設 も 出 て き

た 。 家 庭 学 校 で も 、 生 活 主 体 が グ ル ー プ ホ ー ム に な り 、 全 体 行 事 等 も な く な

り今まで通り本体施設があったようには受け入れられなかった。

（５）文集「ふうせん」４１号の発行 (児 童と職 員による創作文集 )
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４ 職 員

（１）職員の異動

◇採用 担 当 部 署

新卒 男性 （児童指導員） 令和 ２年 ４月 １日 （ 学 童 寮 ）

新卒 女性 （児童指導員） 令和 ２年 ４月 １日 （グループホーム）

新卒 女性 （児童指導員） 令和 ２年 ４月 １日 （グループホーム）

転職 女性 （児童指導員） 令和 ２年 ４月 １日 （ 幼 児 寮 ）

◇復職

留学復帰女性（児童指導員） 令和 ２年 ４月 １日 （グループホーム）

産休明け （児童指導員） 令和 ２年 ４月 １日 （ 幼 児 寮 ）

◇退職 在 職 期 間

学童担当女性（児童指導員） 令和 ３年 ３月３１日 （ ６年８ヵ月 ）

女性 （ 書 記 ） 令和 ３年 ３月３１日 （ ８年 ）

◇産休

女性 （心 理 士） 令和 ３年 ３月３１日 （１６年 ）

（２）研 修

施設内研修

本年 度専 門機能 強化 型児童 養護施 設として認 められ１１年 目となり、 内部

研修 をさら に充実させ るために、全 ての職員を ＡＢＣＤ層の 階層別に分 け、

Ａ(新任職員)研修、Ｂ(中堅層職員)研修、Ｃ(プレリーダー)研修、Ｄ(リーダー)

研 修 と 位 置 付け、全 ての職員が その経験年数 と役職 (役 割 )に よ っ て 研 修を受

ける 機会を 享受し、ま た全研修を自 前でできる ように、特に 主任や各専 門職

が中 心にな り、より責 任を担わせる 体制とした 。昨年度のリ ーダー研修 にお

いて 、話し 合いを重ね 施設全体の“ 行動計画策 定”を担って もらい、重 点目

標に 準えた 寮舎ホーム の年間計画同 様に、施設 全体を見渡せ るリーダー とし

ての 力量を 培ってもら う機会とした 。その計画 と総括の延長 に２年目と して

“人 材育成 委員会”を 立ち上げ、Ｏ ＪＴやバデ ィ制度を活用 し、実際に チュ

ー タ ー 制 度 (職 場 の 中 で 新 任 職 員 と 指 導 者 で あ る 先 輩 職 員 の １ 対 １ の 関 係 で

指 導 ･教 育 ･訓 練 を 行 う 新 任 職 員 指 導 体 制 )と プ レ メ ン タ ー 制 度 (経 験 の 浅 い

新 入 社 員 の 精 神 面 を サ ポ ー ト す る た め に 役 立 つ 制 度 )を 取 り 入 れ 運 用 し て い

る。 またプ レリーダー と中堅職員に おいては、 合同で４班に 分け、それ ぞれ

研究 テーマ を各自絞っ て年間を通じ て実施する ゼミ形式が定 着してきた 。各

班の 責任者 を主任や専 門職が担い、 １年間通じ て継続的に教 え合い学び 合う

機会になっている。

また 必ず 校長が 年度 当初の 職員会 議での研修 会において、 当法人の理 念や

校祖 留岡幸 助先生の考 え、そして当 施設の過去 から将来像に 至るまで、 何よ

り本 年度の 重点目標を 強調し、生活 単位の寮舎 やホームの年 間計画に落 とし

込め るよう に詳細に説 明し、更に日 常生活場面 においても、 児童にも職 員に

も説諭 し続けてきた 。特に創立 記念日 (１ １ 月 ２ ３ 日 )の 多 磨 霊 園 にある校祖

の墓 参にお いては、中 学３年生の児 童と担当職 員を同行し、 家庭学校の 成り

立ち やその 当時の状況 を細かく説明 し、家庭学 校の創立の精 神を伝承す る機

会となっている。



- 6 -

「 ケ ー ス カ ン フ ァレ ンス」 につい ては、児童 精神科医であ る生地医師 と心

理士 及び治 療担当職員 を中心に定期 的に実施し 、また子ども 面接の前後 にも

的確 なアド バイスを受 け、生活場面 に活かすこ とができた。 さらに寮舎 会や

ホー ム会議 にも参加し ていただき、 普段心理士 からアドバイ スされてい るこ

とに加え、子ども目線で多角的な視点に気付かされた。

また ３年 目にな るベ テラン の心理 士によるメ ンタルヘルス が、自ら希 望し

て面 談を重 ねている職 員もおり、更 に全員のメ ンタルチェッ クの監修も して

いた だくこ とで、より 良いフォロー がなされて いる。更に本 年度は産業 医に

も関わってもらい、より細やかな体制が整った。

また 委員 会活動 の発 端を作 り、継 続して１２ 年目になる“ 性教育委員 会”

は引 き続き 「自分を大 切にすること 」「命の尊 さ」「性被害 も加害も繰 り返

さな い」等 の目的で、 ①幼児部－本 の読み聞か せやパネルシ アターを使 って

の説 明 ② 低学年部－ 学習会“チッ プ”実施 ③高学年部－ 学習会“デ ール

”実 施 ④ 職員研修部 －ミニ学習会 ⑤中高生 部－座談会等 の部署別に 話し

合い を重ね 、性教育の 授業を定期的 に実践して きた。そして 今までの集 大成

とし て『児 童養護施設 から考える子 どもの性と 生（性教育実 践報告）』 とい

う本 を出版 するに至っ た。かもがわ 出版からキ ャッチコピー として、目 指す

は、 施設職 員のハウツ ウ本、現在様 々な要因か ら性に関する 課題を抱え てい

る児 童養護 施設等に暮 らす子どもた ちへのケア のための性教 育の必然性 が叫

ばれています。生活 の場全てが、どの子にとっても安心して自身の ｢性 と 生 ｣

を 育 ん で い ける居場所 となることを 願い、役立 つ一冊として お届けしま す。

その 活動 には及 ばな いが、 今年度 も小委員会 を職員の横割 り活動とし て位

置付け 、再編成して 継続した。 ①食育委員会 (食 育 会 議 ) ② 学 習 支 援 ・進路

問題 検討委 員会 ③危 機管理事故防 止委員会 ④労働状況業 務効率化委 員会

⑤家 庭学校 改築計画委 員会。各委員 会は、状況 に合わせて本 園分園のバ ラン

スを 均等に 配し、他寮 舎や他ホーム との職員交 流と親睦とし た。また全 体人

数を スリム 化し、集ま りやすく話し 合いやすく 、更に各委員 会からアン ケー

トを 実施し 、その結果 を持って職員 会議でグル ープ討議をし たり、他施 設に

見学 やイン タビューに 行ったり、定 期試験前に 集会室に於い て中学生へ の学

習指 導を実 施したりと 様々が活動が なされ、定 期的に各委員 会による職 員会

議で の研修 機会を設け 、お互いが教 え合い高め 合う機会とな り、緊張感 を持

って臨むことができた。

児童 養護 施設が 最後 の砦と して、 子どもたち が安心して安 全に暮らせ る普

通の 場所と して、当た り前の生活場 所になるた めには、玄関 先に掲げて いる

｢職 員 倫 理 綱 領 ｣が 絵 に 描 い た餅と ならないよ うに絶えず 語らい、職員自らが

常に意 識し、改めて 「子どもの 最善の利益の 追求 (実 践 )」 が ど う い うものか

を問 い掛け てきた。そ して、校祖留 岡幸助の考 えを礎として 、幼きもの 弱き

もの 貧しき もの虐げら れしものへの 最大限の配 慮、慈愛に満 ちたキリス ト教

の精 神の意 味、児童養 護施設職員と して、「ア ドボカシー」 の精神に則 り子

ども たちの 権利擁護の ために、彼ら の権利を守 り、か弱き彼 らの立場に 立っ

て代 弁をす ること、そ して彼らのエ ンパワーメ ントを高める ような活動 をす

る役 割があ ることを伝 え続け、研修 会等でも学 び続けてきた 。また合わ せて

福祉 の仕事 に携わると は、労を惜し まず、一心 に身を粉にし て働くとい う意

味と価値、そしてチームワークの尊さを伝え続けてきた。
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５ ヒヤリハット集計

① ヒヤリハット発生時間帯 ≪ 考 察 ≫

生活時間帯 件数(前年) ・一人勤務時間帯に件数は多い。(特に朝の送り出し)

１ 6:00～10:00 37 (39) ・複数配置時間帯では、幼児寮一日中万遍なく発生し､

２ 10:00～14:00 63 (34) 特に午後は外での活動も多くなり、多様な問題が発

３ 14:00～18:00 80 (79) 生している。

４ 18:00～22:00 44 (55) ・夜は個室で穏やかに過ごしているせいか、昨年度よ

５ 22:00～ 2:00 2 ( 5) り発生は少なくなっている。

６ 2:00～ 6:00 0 ( 1) → 生活単位が全てグループホームになったこと？

合 計 226 (213) ・気付きが多くなり、件数が増えたとも考えられる。

② ヒヤリハット発生件数（幼児寮と学童寮～含ＧＨ）

生 活 場 所 件数(前年) ・注意力や判断力の乏しい幼児寮では、学童寮に比べ

１ 幼 児 寮 129 (133) て件数が多く発生している。職員の目のあるので、

２ 学 童 寮＋ＧＨ 97 (80) 自ずと関わりの中で気付くことも多くなる。

合 計 226 (213) ・学童の中にも施設特性としが現れている。

③ ヒヤリハット発生場所 ④ ヒヤリハット発生要因

生活発生場所 件数(前年) 発 生 要 因 件数(前年)

１ ホール 48 (27) １ 転ぶ・ぶつける等 83 (76)

２ 公 園 39 (20) ２ 性的ケース(服を脱ぐ) 25 (28)

３ 公 道 26 (10) ３ 誤薬・忘れ・管理不足等 22 (35)

４ その他 27 (67) ４ 自転車転倒 17 (10)

５ 個 室 20 (12) ５ 殴る・叩く・脅す・噛む等 16 (17)

６ 食 卓 14 (12) ６ 飛び出し 15 (13)

７ 台 所 10 (16) ７ ハサミの扱い 10 (4)

８ 洗面所 9 (2) ８ 針・包丁・カッター等 6 (4)

９ 浴 室 8 (1) ９ 火傷（未遂含む） 5 (9)

10 階 段 5 (5) 10 施錠忘れ(浴室･トイレ等) 4 (0)

11 玄 関 5 (0) 11 石を投げる 4 (2)

12 庭 5 (2) 12 もめる・つかみ合い等 4 (2)

13 トイレ 4 (4) 13 皿・窓ガラスを割る 4 (3)

14 ベランダ 3 (6) 14 賞味期限切れ 2 (2)

15 廊 下 1 (1) 15 アルコール消毒液を撒く 2 (1)

16 相談室 1 (0) 16 ビービー弾を当てる 2 (0)

17 職務室 1 (1) 17 洗面台をよじ登る 1 (0)

18 登下校 0 (9) 18 見知らぬ人と写真を撮る 1 (0)

19 駐車場 0 (6) 19 クッションで顔を覆う 1 (0)

20 外部施設 0 (6) 20 入浴中うたた寝をする 1 (0)

21 多目的室/屋上 0 (5/1) 21 その他 1 (7)

合 計 226 (213) 合 計 226 (213)

⑤ ヒヤリハット発生要因 ・生活単位がホームになり、家での発生が増加した。

発生要因 件数(前年) ・コロナ禍でも、密になる機会や接近機会が多くなる｡

１ 子どもの不注意 93 (39) ・幼児乗車の電動自転車での転倒が多く発生している｡

２ 子どもの特性 73 (34) ・子どもの危機意識が希薄、遊び半分、ふざけ半分か

３ 大人の管理不足 35 (79) らの発生事案が多くみられる。

４ 大人の不注意 16 (55) ・適切な距離感が未だ身に付いていない。→全ての年

５ 予測不可避 7 ( 5) 代性教育だけでなく、必要な個別に丁寧に実施する｡

６ 死角 2 ( 1) ・服薬管理等減少しているが、皆無ではなく、改めて

合 計 226 (213) 周知徹底、複数での再確認、緊張感を持ってあたる｡
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６ 第三者評価内容（ ｢ＩＭＳジャパン ｣全体の評価講評）

☆特に良いと思う点（他施設と比べて特徴ある養護実践）

① 基 本 献 立 を 基 に 食 材 の 調 達 や 調 理 の す べ て を 各 ホ ー ム で お こ な い 、 食 の 充 実 を 図

り食への関心を高めています。

栄養 士 が 作 成す る 基 本献 立 を 基 に、 各 ホ ーム で 食 材 を調 達 し 調 理を し て いま す。 調理 や盛 り

付 け の 参 考 と な る よ う に 献 立 表 に 出 来 上 が り の 写 真 を 載 せ 、 食 の 充 実 に つ な げ て い ま す 。 休 日

は「食育の日」として、子どもの希望を取り入れたホーム独自の献立で食事を提供しています ｡

日 々 の 買 い 物 や 食 事 作 り が 子 ど も の 身 近 で 行 わ れ 、 日 常 的 に 子 ど も と と も に 調 理 や 盛 り 付 け 、

配 膳 を 行 う ホ ー ム も あ り ま す 。 ま た 、 子 ど も の 希 望 に 応 じ て 菓 子 作 り な ど の 調 理 実 習 も 行 い 、

食 へ の 関 心 を 高 め て い ま す 。 各 ホ ー ム の 食 事 作 り や 衛 生 チ ェ ッ ク は 、 栄 養 士 が 巡 回 し 確 認 し て

います。

② 面 倒 く さ い こ と を お こ な う 中 で 忍 耐 強 く な る よ う に 子 ど も を 導 き 、 物 事 に 取 り 組

む姿勢や「考動」する態度を培っています。

自 立 支 援 の 一 環 と し て 、 面 倒 く さ い こ と を さ せ 、 忍 耐 強 く な る よ う に 導 く 支 援 を 継 続 し 、 キ

ャ ン プ 等 の 施 設 行 事 や 高 校 生 会 の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 等 に 取 り 組 ん で い ま す 。 コ ロ ナ 禍 で 施 設 行

事 等 は 中 止 と し ま し た が 、 本 園 改 築 に 伴 う グ ル ー プ ホ ー ム 移 転 に 際 し て は 、 引 っ 越 し の す べ て

を 子 ど も と 職 員 で 協 力 し て 行 い 、 「 本 園 お 別 れ 会 」 で は 、 揃 い の ポ ロ シ ャ ツ で 園 内 を 巡 り 、 施

設 の 歴 史 を 振 り 返 っ て い ま す 。 こ れ ま で の 活 動 が 、 子 ど も の 物 事 に 取 り 組 む 姿 勢 や 「 考 動 」 す

る態度を培い、業者に頼らない引っ越しもその成果の現れと思われます。

③ 社 会 的 養 護 の 役 割 や 意 義 、 職 場 と し て も 魅 力 等 を 知 っ て も ら う た め 、 学 校 講 師 や

インターンシップの受け入れを積極的におこなっています。

社 会 的 養 護 の 役 割 と 意 義 を 若 い 人 た ち に 知 っ て も ら う と と も に 、 魅 力 あ る 職 場 で あ る こ と を

理解してもらうため、施設長を始めとした幹部が大学や専門学校で講師を務めています。また ､

一 種 の イ ン タ ー ン シ ッ プ と 言 え る 「 育 成 枠 職 員 」 と し て 学 生 を 受 け 入 れ て 、 プ ロ グ ラ ム を 組 ん

で 育 成 し て い ま す 。 育 成 枠 職 員 か ら 職 員 採 用 に つ な が る ケ ー ス も 多 く 、 人 材 確 保 面 で も 貢 献 し

て い ま す 。 自 施 設 に 就 職 し な く て も 、 ど こ か の 社 会 的 養 護 の 人 材 と し て 羽 ば た い て く れ れ ば 良

い と 考 え て い て 、 今 年 度 も 受 け 入 れ た 全 員 が 当 施 設 含 む 社 会 的 養 護 関 連 に 就 職 す る 予 定 で す 。

☆更なる改善が望まれる点

① 経 営 層 そ れ ぞ れ の 役 割 と 責 任 、 実 際 に 携 わ っ て い る 業 務 内 容 等 に つ い て 、 職 員 の

理解が深まるよう適宜周知していくとよいでしょう。

施 設 長 を は じ め と し た 経 営 層 の 役 割 と 責 任 に つ い て は 、 職 務 分 掌 及 び 組 織 図 に 整 理 し て 示 し

た 上 で 、 年 度 初 め の 職 員 会 議 に お け る 施 設 長 研 修 で 職 員 に 伝 え て い ま す 。 し か し 、 職 員 ア ン ケ

ー ト の 自 由 記 述 欄 を み る と 、 そ れ ぞ れ の 役 職 者 が ど の よ う な 業 務 を 担 っ て い て 、 実 際 に ど の よ

う な こ と を 実 行 し て い る か が あ ま り 分 か っ て い な い よ う に 見 受 け ら れ る 部 分 も あ り ま す 。 そ れ

ぞ れ の 役 割 と 責 任 等 を 正 確 に 理 解 す る こ と は 、 信 頼 関 係 を 築 く 上 で 大 切 で す 。 誰 が ど の よ う な

業 務 を し て い る の か 、 年 度 当 初 の み で は な く 適 宜 周 知 す る な ど の 工 夫 が 必 要 か も し れ ま せ ん 。

② 人 権 擁 護 の セ ル フ チ ェ ッ ク リ ス ト を 用 い て 、 さ ま ざ ま な 場 面 を 想 定 し た 対 応 方 法

を話し合うなど、さらに活用していくことが期待されます。

業 界 団 体 が 作 成 し て い る 「 人 権 擁 護 の た め の セ ル フ チ ェ ッ ク リ ス ト 」 を 用 い て 、 年 ４ 回 職 員

各 自 が 自 己 点 検 を 行 う こ と で 権 利 擁 護 の 意 識 を 高 め て い ま す 。 し か し 、 職 員 ア ン ケ ー ト の 自 由

意見をみると、子どもの権利擁護を改善点として挙げる意見の数が前年度より増加しています ｡

自 己 点 検 の 結 果 は 集 計 を し て い ま す が 、 さ ら に 取 り 組 み を 進 め て い く こ と が 期 待 さ れ ま す 。 例

えば、集計結果を用いて、さまざまな場面を想定した対応方法について職員間で話し合ったり ､

施設長の面談で振り返りを行い助言を得たりするなどの取り組みが考えられます。

③ 施 設 長 等 に よ る 個 別 面 談 を 全 職 員 に 実 施 し 、 職 員 の 意 向 を 定 期 的 に 確 認 し て い く

必要があるように思われます。

主 任 層 や リ ー ダ ー 層 に 施 設 運 営 の 一 部 を 任 せ る な ど 、 経 営 層 以 外 も 取 り 込 ん で 皆 で 施 設 運 営

を 図 っ て い こ う と い う 意 図 は よ く 伝 わ っ て き ま す 。 し か し 、 職 員 ア ン ケ ー ト で は 、 一 般 職 員 層

の 意 欲 と 働 き が い の 項 目 が 良 い と は 言 え ず 、 こ の 点 に 何 ら か の 対 応 が 必 要 か も し れ ま せ ん 。 ま

ず は 、 施 設 長 が 全 職 員 と 個 別 に 面 談 を 行 い 、 忌 憚 の な い 意 見 を 聞 き 取 る と こ ろ か ら 始 め て は 如

何 で し ょ う 。 難 し け れ ば 経 営 層 で 分 担 し て も よ い で し ょ う 。 園 舎 建 替 え に よ っ て 各 グ ル ー プ ホ

ー ム に 分 散 し た 現 在 で は 、 職 員 個 々 の 意 向 の 確 認 は 更 に 重 要 に な っ て く る も の と 思 わ れ ま す 。
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７ 今年度の総括と次年度への展望

家庭学校の 特徴として、施設生活を自覚し、所属意識を高める意図で他の施設より

全体行事が多 く、また学期毎の大掃除や高校生会等の横割り活動を通じて、日常生活

の役割（風呂 掃除やゴミ出し等）を担ったり、門限を設け（夕食前に帰宅する等）一

緒に食事をし たり、更に近年掲げている子どもも職員も“面倒臭い”こと程率先する

ことを受けて 、それぞれが“自律と自立”に向けて着実に成長してきている。それは

第三者評価者 からのコメントとして（他施設との比較となるが）、利用者調査の自由

記述として高 齢児になるに従って空白が目立ち、高校生ともなると殆ど書いてもらえ

ないが家庭学 校の高校生は皆丁寧に記述してくれる。記載している場に施設職員が立

ち会っている 訳ではなく、２年続きでリモート手段となり、子どもたち自身が何の強

制もなく自由 に出来る環境の中においても、高校生は空欄なく記載している状況を評

価者自身が不 思議に感じている。それは、高校卒業後（退所後）入職した仕事の継続

においても、 他施設より長続きしていることからも、自律心が少しずつ備わってきて

おり、高校生 会のボランティア活動や労働奉仕等を通じて、否が応でも経験値の蓄積

が良き結果を 生んでいるのだろう。何より大人の話を聞く態度が備わっており、素直

で、年下に優しく、力で抑えつける構図は近年全く見受けられない。

本体施設の改築が始まり、年度途中 (昨 年 １ ０ 月 )か ら 生 活 場所が変わり、４寮舎５

ホームの構成 から、全ての生活単位がグループホームになり、新しい建物が出来る来

年の３月まで 、新たな９ホームの体制になった。完全自炊と共に完全小舎制は、以前

から取り組ん できた結果であり、それがホームになったからといって特段何かが変わ

る訳ではない 。引越をする際も、外部業者に頼ることなく、全て自前で賄えたし、誰

一人それに対 して不満を漏らす者もなかった。各寮舎は１～２日でホームに移り、事

務所に至って は仮物件の場所が決まってから、仕切りの壁材を自ら取り外し、広くな

った空間の間 取りを計算し、床材もそれに合わせて敷き詰め、２００ｍ程離れた場所

への移動も、 総出で各自が荷物を抱え、事務机や家具調度類は台車を使って何往復も

して運ぶ始末 だった。それは、当たり前のように皆で取り組んできた大掃除やキャン

プ、運動会や もちつき大会等がコロナの影響でできなかった代わりのまるで皆で取り

組 ん だ 全 体 行 事 の 様 に 感 じ ら れ た 。 更 に 何 も な く な っ た 本 校 舎 を 使 っ て の 「 お 別 れ

会」は、皆お 揃いの青のポロシャツを着て、ドローンを使っての映像も記録し、記憶

に残るものとなった。

今後の児童 養護施設の在り方として、お題目のように唱えられている「高機能化、

多機能化、小 規模化且つ地域分散化」を当施設はそのまま踏襲し、地域密着型のグル

ープホームと して約１年半運営することになる。グループホームへの国基準が強化さ

れ、職員体制 は宿直要員等の補助職員を含め全体で６人まで認められ、更に使用物件

の部屋数等の 事情により、現在６名から４名迄減員することも可能になるので、児童

４名を職員６ 名が養育する体制が認められることになる。どの様な体制が整えられよ

うと、養育す る感覚（センス）が身に付いてなければ、どの様な備品や人的保障があ

ろうとも、本 来児童養護施設の目的である「養護、自立 (家 庭 復帰 )、 ア フ タ ーケア」

が実行されず 、宿舎提供施設か下宿屋になってしまう。かつて校祖留岡幸助が「聖人

君子になるか 、盗賊になるかは、家庭で決まる」と言及していたように、家庭学校の

名前の由来を 活かした養護（養育）を実行あるものとするために、現９ホーム運営を

活用し、新たな建物に相応しいハード面とソフト面を同時に作り上げたい。

第三者評価 の内容から、職員の運営層へ不満が多く見受けられるので、先ずは校長

自ら職員一人 ひとりと丁寧に面接し、現状を十分理解した上で、長期に見通せる職員

育成計画を共 同で作成し、充実した仕事実感と納得できる職員体制を構築していきた

い。このコロ ナ禍の状況で、職員会議も打合せ会議も全てリモート手段となり約１年

更に直接会う 機会も全体行事も断たれ、全く担当している子どもと職員以外お互い顔

を合わせる機 会がない中で、十分理解できることも適わない。改めて直接触れ合える

機会と新たなプログラムや仕組みを作り ､職 員 集団も 施設全体も活性化していきたい ｡


